
■
西
予
市
は
、
市
立
「
西
予

市
民
病
院
」
「
野
村
病
院
」

「
つ
く
し
苑
（
介
護
施
設
）
」

の
指
定
管
理
者
制
度
導
入
に

つ
い
て
、
２
０
２
４
年
６
月

市
議
会
に
「
指
定
管
理
者
を

『
（
公
益
社
団
法
人
）
地
域

医
療
振
興
協
会
』
と
す
る
」

議
案
を
上
程
し
ま
し
た
が
１

票
差
で
否
決
さ
れ
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
市
長
は
翌
月
の
７

月

22日
に
臨
時
議
会
を
招
集

し
、
全
く
同
じ
議
案
を
上
程
、

強
引
な
手
法
で
可
決
さ
せ
ま

し
た
。
事
情
変
更
等
の
理
由

も
な
い
の
に
同
じ
提
案
を
繰

り
返
す
こ
と
は
、
議
会
ひ
い

て
は
住
民
を
軽
視
す
る
も
の

と
い
う
批
判
は
免
れ
ま
せ
ん
。

こ
の
「
ル
ー
ル
を
無
視
し
た

強
引
な
決
定
」
以
外
に
も

「
西
予
市
職
員
全
体
の
半
数

に
も
及
ぶ
分
限
免
職
」
「
受

託
先
で
あ
る
地
域
医
療
振
興

協
会
言
い
な
り
の
委
託
契
約
」

な
ど
通
常
の
自
治
体
な
ら
起

こ
り
え
な
い
こ
と
が
、
進
め

ら
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

■

12月
に
は
、
愛
媛
労
連
が

５
日
西
予
市
へ
、

24日
愛
媛

県
へ
要
請
（
囲
み
内
参
照
）

を
行
い
ま
し
た
。
西
予
市
へ

の
要
請
で
は
、
◎
市
長
が
誠

意
あ
る
説
明
を
早
急
に
行
う

こ
と
。
◎
協
会
移
行
職
員
の

処
遇
確
保
の
た
め
市
が
最
大

限
努
力
す
る
こ
と
。
◎
正
規
・

会
計
年
度
・
委
託
部
門
職
員

で
協
会
不
採
用
者
に
つ
い
て

は
、
市
の
部
署
を
含
め
再
就

職
の
斡
旋
・
雇
用
確
保
に
最

後
ま
で
最
大
限
努
力
す
る
こ

と
。
な
ど
要
請
。
西
予
市
か

ら
「
最
大
限
努
力
す
る
」
な

ど
の
発
言
も
あ
り
ま
し
た
。

■
こ
の
問
題
の
根
底
に
は
、

「
地
方
自
治
体
の
財
政
難
」

と
「
医
師
の
不
足
と
偏
在
」

が
あ
り
ま
す
。
特
に
合
併
自

治
体
で
は
、
合
併
で
の
財
政

優
遇
期
間
が
過
ぎ
た
現
在
、

国
・
県
の
て
い
ね
い
な
措
置

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
医
師
が
都
市
部
に
集
中

し
、
地
方
で
は
深
刻
な
不
足

が
続
い
て
い
ま
す
。
こ
の
ま

ま
で
は
、
地
域
医
療
が
崩
壊

し
て
し
ま
い
ま
す
。
医
師
不

足
を
解
消
し
、
診
療
科
ご
と

の
必
要
な
人
数
を
算
出
し
、

確
保
す
る
し
く
み
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

も
う
一
つ
は
、
国
（
総
務

省
）
が
、
公
立
病
院
の
経
営

改
革
に
向
け
た
施
策
の
中
で

２
０
２
１
年
度
創
設
し
た

「
公
立
病
院
医
療
提
供
体
制

確
保
支
援
事
業
」
で
す
。

「
あ
く
ま
で
経
営
改
善
に
向

け
た
ア
ド
バ
イ
ス
事
業
」
と

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
ア

ド
バ
イ
ス
が
地
域
医
療
振
興

協
会
の
指
定
管
理
者
受
託
と

結
び
つ
い
て
い
る
の
は
、
こ

の
間
の
事
例
か
ら
見
て
も
明

ら
か
で
す
。

こ
の
二
つ
の
地
域
医
療
に

関
す
る
問
題
を
解
決
す
る
こ

と
な
く
、
疲
労
困
憊
す
る
地

方
を
追
い
込
む
よ
う
な
制
度

は
、
一
刻
も
早
く
廃
止
す
る

か
ア
ド
バ
イ
ス
と
指
定
管
理

者
の
受
託
を
完
全
に
切
り
離

す
な
ど
の
大
幅
な
改
正
が
必

要
で
す
。

■
県
本
部
は
１
月

18日
「

25

組
織
集
会
」
を
開
催
し

12人

が
参
加
。
力
石
県
本
部
副
委

員
長
が
司
会
進
行
し
、
森
賀

県
本
部
委
員
長
が
「
要
求
実

現
と
組
織
強
化
拡
大
の
『
両

輪
』
の
運
動
」
を
軸
と
し
た

「
基
本
方
針
」
を
提
起
。

■
前
半
は
、

12月
本
部
組
織

集
会
の
参
加
者
か
ら
次
の
報

告
を
受
け
意
見
交
換
。
〔
新

採
・
未
加
入
対
策
〕
西
予
市

職
労
・
安
部
田
委
員
長
…
全

国
各
地
の
発
言
か
ら
「
人
間

的
関
係
を
築
く
＝
仲
良
く
な

る
」
「
組
合
・
活
動
の
見
え

る
化
が
大
事
」
「
組
合
費
は

要
求
成
果
で
還
元
す
る
」
な

ど
、
単
組
に
共
通
す
る
課
題
・

教
訓
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

〔
運
動
の
継
承
・
青
年
部
活

性
化
〕
県
本
部
・
山
内
副
委

員
長
…
自
身
の
経
験

か
ら
「
青
年
部
活
性

化
か
ら
世
代
継
承
に

つ
な
が
る
」
「
青
年

が
主
体
的
に
参
加
で

き
る
活
動
を
」
「
組

合
は
人
と
人
。
仕
事

の
話
題
か
ら
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
キ
ッ

カ
ケ
を
」
「
青
年
を

全
県
・
全
国
の
企
画
に
送
り

出
そ
う
」
な
ど
語
り
討
論
を

よ
び
か
け
。
参
加
者
討
論
で
、

伊
予
の
青
年
部
企
画
に
注
目

が
集
ま
り
ま
し
た
。
ま
た

「
組
合
活
動
は
『
要
求
→
運

動
→
組
織
』
の
順
番
で
考
え

る
こ
と
」
「
現
世
代
が
心
配

し
す
ぎ
ず
、
サ
ポ
ー
ト
し
つ

つ
次
世
代
に
任
せ
る
」
な
ど

発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

■
後
半
「
組
織
強
化
拡
大
と

一
体
の
自
治
労
連
共
済
活
動
」

を
テ
ー
マ
に
〔
特
別
重
点
支

援
措
置
〕
高
知
自
治
労
連
・

岡
上
委
員
長
（
ｗ
ｅ
ｂ
）
、

〔
火
災
共
済
・
風
水
害
特
約
〕

國
廣
県
本
部
書
記
の
報
告
を

受
け
て
意
見
交
換
。
組
織
強

化
拡
大
へ
の
ポ
イ
ン
ト
を
共

有
し
ま
し
た
。

12月

22日
、
県
本
部
女
子

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
を
コ
ロ

ナ
禍
以
降
、
５
年
ぶ
り
に
西

条
市
・
ひ
う
ち
体
育
館
で
開

催
。
新
居
浜
市
職
労
チ
ー
ム

と
今
治
市
職
チ
ー
ム
が
参
加

し
ま
し
た
。
調
整
で
チ
ー
ム

に
も
負
担
を
か
け
ま
し
た
が

開
催
に
こ
ぎ
つ
け
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
ま
た
今
回
２

チ
ー
ム
の
参
加
と
い
う
こ
と

も
あ
り
、
親
睦
試
合
と
し
て
、

新
居
浜
市
職
労
男
子
チ
ー
ム

に
も
審
判
で
ご
協
力
い
た
だ

き
ま
し
た
。
各
チ
ー
ム
５
年

ぶ
り
で
久
々
に
顔
を
合
わ
せ

試
合
が
で
き
る
こ
と
、
好
プ

レ
ー
・
惜
し
い
プ
レ
ー
を
励

ま
し
あ
う
姿
、
応
援
の
声
援

な
ど
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
通

し
て
の
親
睦
交
流
を
深
め
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
「
県

内
３
チ
ー
ム
以
上
で
の
開
催
」

や
「
高
知
県
四
万
十
市
公
労

チ
ー
ム
な
ど
も
一
緒
に
四
国

ブ
ロ
ッ
ク
大
会
開
催
」
の
要

望
も
出
さ
れ
ま
し
た
。

（１） 第５７６号

自 治 労 連 愛 媛 ２０２５年 １月２５日

第 ５７６ 号

日 程

【２月】

１ 自治労連非正規全国交流

集会（東京、web併用～2）

２ 地域医療学習・意思統一

集会（本部、web併用）

３ 医療関係府省要請・団体

懇談（東京）

５ 保育・学童保育政府・国

会要請行動（東京）

８ 県本部中央委員会

県本部労安学習会

本部女性部全国代表者会

議・春闘集会（静岡～９）

14 自治労連共済学校

（滋賀～15）

15 自治体保育労働者の全国

集会in広島（～16）

本部現業評拡大都道府県

代表者会議（web）

17 県本部統一要求提出

（～21）

本部青年・女性ステップ

セミナー2025（東京～23）

28 内子町職学習会・懇親会

【３月】

１ 本部都市職・町村職部会

合同全国交流集会（～２）

12月

24日
、
愛
媛
労
連
は

「
西
予
市
の
地
域
医
療
と
職

員
の
雇
用
を
守
る
要
請
書
」

（

10月
提
出
）
に
も
と
づ
き

２
回
目
の
県
要
請
を
実
施
。

組
合
側
６
人
が
参
加
し
、
県

側
は
市
町
振
興
課
・
労
政
雇

用
課
・
医
療
対
策
室
の
６
人

が
対
応
し
ま
し
た
。
（
以
下

概
要
抜
粋
・
文
責
県
本
部
）

〔
市
町
振
興
課
〕
職
員
の
身

分
や
任
用
条
件
は
西
予
市
に

権
限
が
あ
る
。
市
が
責
任
持

ち
判
断
す
る
内
容
で
市
に
伝

え
て
い
る
。
《
自
治
労
連
》

西
予
市
は
「
公
立
病
院
医
療

提
供
体
制
確
保
支
援
事
業
」

と
し
て
県
の
認
可
を
受
け
て

国
に
申
請
し
て
い
る
。
県
が

チ
ェ
ッ
ク
す
る
必
要
が
あ
る

の
で
は
な
い
か
。
制
度
趣
旨

を
踏
ま
え
た
指
導
を
す
べ
き

だ
。
医
療
ス
タ
ッ
フ
が
一
方

的
に
何
の
理
解
も
納
得
も
な

く
解
雇
さ
れ
る
制
度
で
は
な

い
。
市
民
と
職
員
に
十
分
理

解
を
得
な
が
ら
進
め
る
ケ
ー

ス
と
県
が
進
言
す
る
必
要
が

あ
る
。
《
西
予
市
職
労
》
正

職
員
を
希
望
し
て
不
採
用
に

な
っ
た
職
員
が
２
人
い
る
。

市
か
ら
協
会
に
働
き
か
け
て

欲
し
い
が
、
市
は
「
協
会
が

決
め
た
こ
と
」
と
言
う
。
協

会
移
行
が
難
し
い
な
ら
市
が

責
任
持
っ
て
職
員
と
し
て
雇

用
確
保
す
る
よ
う
市
に
要
請

し
て
ほ
し
い
。
（
他
、
人
員

確
保
、
現
給
保
障
、
市
の
や

り
方
へ
の
不
信
な
ど
訴
え
）

《
愛
媛
労
連
》
医
療
介
護
労

働
者
が
不
安
を
持
っ
て
働
き

続
け
ら
れ
な
い
状
況
が
、
県

を
通
じ
て
申
請
し
た
支
援
事

業
で
進
行
し
て
い
る
。
県
内

の
公
立
病
院
の
職
員
の
雇
用

や
医
療
が
蔑
ろ
に
さ
れ
て
い

る
。
き
ち
ん
と
指
導
し
て
ほ

し
い
。
〔
医
療
対
策
室
〕
市

立
病
院
・
施
設
は
、
西
予
市

の
医
療
を
支
え
る
重
要
な
医

療
資
源
と
認
識
。
県
は
自
治

医
科
大
学
卒
業
医
師
等
を
派

遣
し
た
り
、
愛
媛
大
学
設
置

の
寄
附
講
座
の
地
域
サ
テ
ラ

イ
ト
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
、

地
域
医
療
提
供
体
制
維
持
・

確
保
へ
支
援
し
て
お
り
、
今

後
も
支
援
し
て
い
く
。
市
で

誠
実
に
対
応
す
べ
き
内
容
だ
。

《
医
労
連
》
市
民
病
院
も
野

村
病
院
も

25年
４
月
か
ら
ど

う
い
う
体
制
で
運
営
す
る
か

周
知
さ
れ
て
な
い
。
野
村
病

院
は
診
療
所
に
な
っ
た
と
し

て
も
、
医
療
体
制
と
機
能
は

残
す
方
が
地
域
医
療
に
と
っ

て
好
ま
し
い
の
で
は
な
い
か
。

〔
医
療
対
策
室
〕
市
に
は
都

度
状
況
確
認
し
て
い
る
。
配

置
さ
れ
る
医
師
も
ど
う
い
う

勤
務
環
境
か
を
気
に
し
て
お

り
、
配
置
に
つ
い
て
は
調
整

し
て
い
る
。
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南
予
総
支
部
は
１
月

20日

「
第
２
回
単
組
代
表
者
会
議
」

を
西
予
市
で
開
催
。
３
月
９

日
に
内
子
町
で
実
施
す
る

「
南
予
ブ
ロ
ッ
ク
春
闘
決
起

集
会
」
の
内
容
を
協
議
。
主

な
内
容
で
は
、
各
団
体
か
ら

の
決
意
表
明
、
集
会
宣
言
な

ど
の
ブ
ロ
ッ
ク
集
会
を
開
催

し
、
親
睦
を
図
る
た
め
に

「
シ
ャ
フ
ル
ボ
ー
ド
」
（
軽

ス
ポ
ー
ツ
）
を
開
催
、
な
ど

を
確
認
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、

各
単
組
か
ら
の
活
動
報
告
を

受
け
、
南
予
総
支
部
で
の
春

闘
課
題
を
協
議
。
今
春
闘
で

は
、
特
に
「
会
計
年
度
任
用

職
員
の
急
速
な
賃
金
改
善
に

よ
る
再
任
用
職
員
賃
金
の
追

い
越
し
対
策
」
や
「
４
月
か

ら
の
両
立
支
援
関
係
休
暇
改

善
」
に
と
り
く
む
と
し
、
学

習
会
の
開
催
な
ど
も
提
起
さ

れ
ま
し
た
。

松
山
市
職
労
は
１
月

15日

「
執
行
委
員
会
」
を
開
催
し

９
人
が
参
加
。
情
勢
学
習
で

は
、
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
を
受

賞
し
た
日
本
被
団
協
代
表
理

事
の
松
浦
秀
人
さ
ん
（
松
山

市
在
住
）
の
報
告
会
の
新
聞

記
事
を
紹
介
。
組
合
書
記
だ
っ

た
久
保
仲
子
さ
ん
（
１
９
９

２
年
逝
去
）
が
組
合
の
支
援

で
県
原
爆
被
害
者
の
会
と
日

本
被
団
協
の
結
成
に
貢
献
し

た
こ
と
を
紹
介
。
今
後
の
活

動
に
市
職
労
と
し
て
の
協
力

を
確
認
し
ま
し
た
。
要
求
活

動
で
は
、
年
末
の
給
与
改
定

で
か
な
り
の
差
額
支
給
が
あ
っ

た
こ
と
、
給
与
改
定
の
結
果
、

再
任
用
職
員
と
会
計
年
度
職

員
の
年
収
逆
転
が
生
じ
た
こ

と
で
「
再
任
用
職
員
の
給
与

改
善
」
を
人
事
課
に
申
し
入

れ
た
こ
と
を
報
告
。
ま
た
、

現
業
正
規
採
用

12人
の
発
表

が
あ
っ
た
こ
と
も
共
有
し
ま

し
た
。

新
居
浜
市
職
労
婦
人
部
は

12月

14日
、
恒
例
の
『
愛
彩

会
』
を
開
催
。
市
内
公
民
館

を
会
場
に
、
大
人

59人
と
子

ど
も

25人
が
参
加
。
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
で
は
市
内
の
サ
ロ

ン
や
教
室
か
ら
講
師
を
招
き
、

食
品
サ
ン
プ
ル
作
り
や
バ
ス

ボ
ム
＆
ハ
ン
ド
ク
リ
ー
ム
作

り
、
癒
し
の
カ
イ
ロ
プ
ラ
ク

テ
ィ
ッ
ク
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
企
画
で
大

人
も
子
ど
も
も
楽
し
み
ま
し

た
。
組
合
員
さ
ん
手
作
り
の

天
然
酵
母
の
パ
ン
コ
ー
ナ
ー

も
あ
り
。
絵
本
「
だ
る
ま
さ

ん
」
の
世
界
や
ク
リ
ス
マ
ス

仕
様
の
映
え
る
フ
ォ
ト
ス
ポ
ッ

ト
も
用
意
さ
れ
、
か
わ
い
い

写
真
が
た
く
さ
ん
撮
れ
ま
し

た
。
ま
た
「
産
休
育
休
者
懇

談
会
」
も
行
い
、
ス
ム
ー
ズ

な
職
場
復
帰
へ
つ
な
が
る
よ

う
懇
談
し
ま
し
た
。

津
島
吉
田
病
院
局
労
組
は

12月

19日
「
定
期
大
会
」
を

開
催
。
病
院
・
施
設
で
は
感

染
症
対
応
で
大
変
な
状
況
で

し
た
が
、
人
数
を
制
限
し
実

開
催
し
ま
し
た
。
森
賀
県
本

部
委
員
長
が
、
西
予
市
の
病

院
・
施
設
の
指
定
管
理
者
制

度
導
入
に
触
れ
「
引
き
続
き

愛
媛
の
医
療
・
介
護
の
仲
間

の
協
力
を
お
願
い
し
た
い
」

と
あ
い
さ
つ
。
大
会
は
、
活

動
報
告
・
会
計
報
告
に
続
き
、

運
動
方
針
と
し
て
「
地
域
の

医
療
・
介
護
を
守
り
、
公
立

病
院
・
施
設
の
拡
充
」
「
労

働
条
件
の
改
善
と
働
き
が
い

が
あ
る
職
場
づ
く
り
」
な
ど

提
起
し
、
代
議
員
の
発
言
も

受
け
て
全
会
一
致
で
承
認
。

最
後
に
赤
松
新
委
員
長
が

「
組
合
員
を
増
や
し
、
学
習

を
重
ね
、
組
織
を
強
く
し
て

い
こ
う
」
な
ど
決
意
を
語
り
、

団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
で
終
了
し

ま
し
た
。

１
月

13日
、
ノ
ー
ベ
ル
平

和
賞
を
受
賞
し
た
日
本
被
団

協
の
代
表
委
員
の
１
人
、
松

浦
秀
人
さ
ん
が
ノ
ル
ウ
ェ
ー

で
の
授
賞
式
に
参
加
し
た
報

告
会
を
松
山
市
内
で
開
催
し

２
５
０
人
超
が
参
加
。
松
浦

さ
ん
は
「
胎
内
被
爆
者
で
あ

る
私
に
、
県
原
爆
被
害
者
の

会
と
日
本
被
団
協
結
成
に
も

尽
力
さ
れ
た
久
保
仲
子
さ
ん

か
ら
被
爆
者
手
帳
取
得
を
促

さ
れ
、
被
爆
者
の
活
動
に
参

加
し
た
」
「
被
爆
者
の
『
ノ
ー

モ
ア
ヒ
ロ
シ
マ
・
ナ
ガ
サ
キ
・

ヒ
バ
ク
シ
ャ
』
と
い
う
訴
え

は
報
復
の
連
鎖
を
断
ち
切
る

気
高
い
倫
理
性
と
思
想
性
に

裏
打
ち
さ
れ
た
訴
え
」
な
ど

発
言
。
荘
厳
な
雰
囲
気
の
授

賞
式
の
様
子
、
オ
ス
ロ
大
学

で
被
爆
者
の
体
験
な
ど
を
講

演
し
た
こ
と
、
な
ど
を
報
告

し
、
「
被
爆

80年
に
ふ
さ
わ

し
い
と
り
く
み
を
進
め
、
核

兵
器
廃
絶
へ
引
き
続
き
ご
支

援
・
ご
協
力
を
お
願
い
し
た

い
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

１
月

10日
「
新
春
合
同
旗

び
ら
き
集
会
」
を
松
山
市
内

で
開
催
し
約

70人
が
参
加
。

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
は
「
世
の
中

お
か
し
い
こ
と
だ
ら
け
」
の

コ
ン
ト
で
批
評
。
今
井
実
行

委
員
長
は
「
今
こ
そ
労
働
組

合
の
出
番
、
役
割
を
発
揮
し

物
価
高
騰
を
上
回
る
賃
金
引

き
上
げ
の
実
現
を
。
日
本
被

団
協
の
ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
も

機
に
平
和
・
い
の
ち
を
守
る

と
り
く
み
も
進
め
よ
う
」
な

ど
あ
い
さ
つ
。
来
賓
あ
い
さ

つ
に
続
い
て
乾
杯
の
音
頭
で

は
、
中
尾
弁
護
士
が
Ａ
Ｉ
で

作
成
し
た
あ
い
さ
つ
文
を
紹

介
し
乾
杯
。
交
流
企
画
で
は

各
テ
ー
ブ
ル
か
ら
今
年
の
決

意
を
表
明
。
続
い
て
の
早
押

し
ク
イ
ズ
大
会
で

10人
に
賞

品
が
渡
さ
れ
ま
し
た
。
最
後

に
み
ん
な
で
『
が
ん
ば
ろ
う
』

を
合
唱
し
ま
し
た
。

■
９
連
休
も
始
ま
っ
て
し
ま

え
ば
あ
っ
と
い
う
間
で
し
た
。

今
年
は
悔
い
の
な
い
一
年
に

し
た
い
で
す
。

（
新
居
浜
・
小
野
）

■
定
年
延
長
一
年
の
年
で
、

退
職
と
な
り
来
年
度
か
ら
は
、

再
任
用
と
な
り
ま
す
。
こ
れ

か
ら
後
に
続
く
若
者
た
ち
の

士
気
が
下
が
ら
な
い
改
革
、

取
り
組
み
を
願
い
ま
す
。

（
今
治
・
楠
橋
）

■
年
も
明
け
、
今
年
度
も
残

す
と
こ
ろ
あ
と
少
し
。
来
年

度
に
向
け
て
残
っ
て
い
る
業

務
を
や
り
き
っ
て
年
度
中
に

今
一
度
旅
行
に
行
き
た
い
と

思
っ
て
ま
す
。
第
一
候
補
は

温
泉
か
な
。
何
か
失
敗
し
て

し
ま
う
前
に
心
の
錆
を
落
と

さ
な
け
れ
ば
。

（
新
居
浜
・
大
坪
）

■
寒
さ
が
一
段
と
厳
し
く
な
っ

た
頃
、
ベ
ラ
ン
ダ
に
時
々
小

鳥
が
来
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
ほ
ん
の
短
い
間
で
す
が
、

心
温
ま
る
ひ
と
と
き
で
す
。

（
松
山
・
貝
崎
）

■
先
日
、
組
合
の
婦
人
部
で

い
ち
ご
狩
り
に
行
っ
て
き
ま

し
た
。
お
腹
が
た
ぷ
た
ぷ
に

な
る
ま
で
食
べ
た
の
で
す
が
、

そ
の
あ
と
す
ぐ
ラ
ー
メ
ン
が

食
べ
た
く
な
っ
て
、
そ
れ
も

完
食
し
、
心
も
お
腹
も
満
た

さ
れ
、
幸
せ
な
１
日
に
な
り

ま
し
た
。

（
新
居
浜
・
小
倉
）

■
琉
金
を
職
場
の
方
に
も
ら

い
飼
い
始
め
ま
し
た
。
た
ま

に
ひ
っ
く
り
返
っ
て
ま
す
が
、

ゆ
っ
く
り
の
ん
び
り
と
泳
ぐ

姿
に
癒
さ
れ
ま
す
。

（
今
治
・
越
智
）

自 治 労 連 愛 媛

（２）第５７６号

２０２５年 １月２５日

■
５
７
４
号
の
パ
ズ
ル
の
答

え
は
「
マ
ン
ジ
ョ
ウ
イ
ッ
チ
」

（
満
場
一
致
）
で
し
た
。
正

解
は
８
通
で
し
た
。
正
解
者

の
な
か
か
ら
５
人
の
方
に
図

書
カ
ー
ド
を
進
呈
い
た
し
ま

す
。
（
敬
称
略
）

楠
橋
と
し
え
（
今

治
）

貝
崎
美
都
志
（
松

山
）

大
石
芽
久
美
（
新
居
浜
）

越
智
志
珠
（
今

治
）

小
林
弘
樹
（
津
島
吉
田
）

【
応
募
方
法
】
パ
ズ
ル
の
解

答
、
氏
名
、
住
所
、
単
組
名

を
忘
れ
ず
に
。
ま
た
、
余
白

に
紙
面
の
感
想
、
職
場
や
家

庭
で
の
出
来
事
な
ど
を
お
書

き
く
だ
さ
い
。
正
解
者
の
な

か
か
ら
５
人
の
方
に
図
書
カ
ー

ド
を
進
呈
い
た
し
ま
す
。

【
送
り
先
】
自
治
労
連
愛
媛

県
本
部
パ
ズ
ル
係
〒
７
９

０
‐
０
０
０
３
松
山
市
三

番
町
８
丁
目

10‐
２
（
Ｆ
Ａ

Ｘ
、
メ
ー
ル
も
可
１
面
題

字
下
に
記
載
）

【
締
切
り
】
２
月

27日
【
発

表
】
５
７
８
号
（
３
月
号
）

出題者 堀川孝行

【ヨコのカギ】

①「誇示・宣伝する主義や主張」などを言う

④水上にいかだや舟を浮かべその上に板を

渡した橋。舟橋

⑦耳でオーディオからの音声を聞く器具

⑧物事に動ぜず落ち着いているさま。悠々

⑨職に就く、勤務すること。病院に○○○○

【タテのカギ】

①命令につつしんで従う。

王に○○○○○○の意を表する

②核兵器をなくそう

③○○ラアイス、○○―ガール

⑤姿勢などきちんとしたさま。○○○○座る

⑥英国の老舗メンズブランド。

モダンラグジュアリーの象徴

マ
ス
目
を
埋
め
、
二
重
枠
の
９
文
字
で

あ
る
賞
を
受
賞
し
た
団
体
に
し
て
下
さ
い
。

お
た

よ
り

あ
り
が

と
う


